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No .19
平成27年９月１日

　

む
ら
さ
き
会
会
員
の
皆
様
、ご
機
嫌
い
か
が
で

す
か
。
今
年
も
多
く
の
卒
業
生
が
入
会
さ
れ
、６

月
７
日
、川
越
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
於
い
て
「
む

ら
さ
き
会
総
会
並
び
に
懇
親
会
」
を
迎
え
ら
れ

ま
し
た
こ
と
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
日
は
、
理
事
長
先
生
、
両
校
の
先
生
方
の

ご
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
会

員
皆
様
方
の
年
齢
層
が
厚
く
、
学
園
の
歴
史
を

感
じ
さ
せ
ら
れ
、
特
に
新
会
員
の
皆
様
の
参
加

に
、
更
に
華
や
い
だ
雰
囲
気
と
な
り
ま
し
た
。

　

母
校
山
村
学
園
も
、
創
立
１
０
０
周
年
と
い

う
節
目
を
迎
え
ま
す
。
更
な
る
教
育
環
境
の
充

実
と
、
新
し
い
学
園
の
伝
統
と
歴
史
が
積
み
重

ね
ら
れ
る
こ
と
は
、
会
員
に
と
り
ま
し
て
こ
の

上
な
い
よ
ろ
こ
び
で
ご
ざ
い
ま
す
。
諸
先
生
方

の
学
園
の
近
況
報
告
に
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
山
村
学
園
高
等
学
校
の
新
校
舎
落
成

に
、
む
ら
さ
き
会
事
業
と
し
て
備
品
を
贈
呈
い

た
し
ま
し
た
こ
と
、
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、島
よ
し
み
さ
ん（
会
員

の
横
山
芳
江
さ
ん
）
の
歌
に
、
山
村
国
際
高
校

ダ
ン
ス
部
の
演
技
、
出
演
者
、
参
加
者
全
員
で

校
歌
の
合
唱
は
、
在
校
生
と
卒
業
生
が
一
体
に

な
っ
た
よ
う
な
気
持
ち
で
歌
い
あ
げ
ま
し
た
。

　

年
に
一
度
の
集
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
む
ら
さ

き
会
の
活
動
目
標
と
し
て
「
会
員
同
士
の
親
睦

を
深
め
、
母
校
の
支
援
を
持
続
す
る
」
こ
の
趣

旨
の
輪
が
益
々
大
き
く
な
る
こ
と
を
願
い
、
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

山
村
学
園
内
３
校
は
本
年
度
、
力
強
い
第
一

歩
を
そ
れ
ぞ
れ
踏
出
し
ま
し
た
。
山
村
国
際
高

等
学
校
で
は
３
年
連
続
し
学
則
定
員
を
上
廻

り
、
校
内
も
活
気
に
溢
れ
て
お
り
、
生
徒
の
活

躍
も
新
聞
紙
面
を
賑
わ
せ
て
お
り
ま
す
。
山
村

学
園
高
等
学
校
で
は
４
年
連
続
し
て
の
定
員
超

が
あ
り
、
昨
年
度
完
成
し
た
本
館
に
続
い
て
本

年
度
は
特
別
教
室
棟
と
部
室
棟
の
建
設
に
当
た

り
、
こ
の
新
聞
が
発
行
さ
れ
る
頃
に
は
完
成
し

新
し
い
校
内
の
景
観
が
出
現
し
ま
す
。テ
ニ
ス
の

全
国
選
抜
大
会
で
清
水
選
手
が
優
勝
し
、
他
の

部
活
動
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。
山
村
学
園
短
期

大
学
は
保
育
学
科
単
科
の
短
大
と
し
て
出
発
し

ま
し
た
。
３
校
共
元
気
に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
度
実
施
し
ま
し
た
寄
附
金
募
集
に
は
、

む
ら
さ
き
会
会
員
を
含
む
百
五
十
名
超
の
方
々

か
ら
御
芳
志
を
戴
き
、
趣
意
書
の
事
業
に
活
用

さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

　

創
立
１
０
０
周
年
事
業
の
一
環
と
し
て
卒
業

生
名
簿
の
整
理
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。今
回
、

国
際
高
校 

平
成
５
年
、
学
園
高
校 

平
成
８
年
、

短
大 

平
成
２
年
以
降
の
卒
業
生
一
万
五
千
人

を
対
象
に
、
確
認
の
葉
書
と
共
に
３
校
の
資
料

を
同
封
し
ま
し
た
。
現
況
を
知
る
と
共
に
、
家

族
・
親
戚
・
知
人
等
の
子
弟
の
入
試
情
報
と
し

て
も
活
用
下
さ
い
。

ご
挨
拶

山
村
学
園
の
現
況

山
村
学
園
む
ら
さ
き
会　

会
長　

田
中
久
子

山
村
学
園
理
事
長　
　

岡　
　
　

實
先
生

山村国際高等学校

紫　藤　祭紫　藤　祭
９月５日（土） 12：00～
９月６日（日） ９：00～

山村学園高等学校

ふじぞの祭ふじぞの祭
９月 12 日（土） 10：00～　　　　　
９月 13 日（日） ９：00～　　　　　

文
化
祭
・

学
園
祭
の

ご 

案 

内
「同窓会コーナー」が
ありますので、ぜひ
お立ち寄りください。
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平
成
25
年
９
月
よ
り
建
築
が
は
じ
ま
り
、

平
成
26
年
８
月
末
に
落
成
し
た
５
階
建
の
新

校
舎
は
、
２
学
期
よ
り
使
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
１
号
館
・
２
号
館
・
３
号
館
は
平
成

27
年
３
月
ま
で
に
解
体
さ
れ
た
。

１
号
館

　

当
時
の
坂
戸
町
に
昭
和
26
年（
１
９
５
１
）

４
月
開
校
し
た
山
村
女
子
高
等
学
校
（
家
庭

科
）
に
、
昭
和
33
年
（
１
９
５
８
）
４
月
商

業
科
を
設
置
し
た
。

　

昭
和
34
年
（
１
９
５
９
）
川
越
市
田
町
に

３
階
建
校
舎
建
築
。
山
村
女
子
高
等
学
校
と

し
て
認
可
を
受
け
た
の
で
、
坂
戸
町
に
あ
る

山
村
女
子
高
等
学
校
を
山
村
第
２
女
子
高
等

学
校
（
現
在
の
山
村
国
際
高
等
学
校
）
と
校

名
を
改
称
し
、
商
業
科
を
山
村
女
子
高
等

学
校
に
移
設
し
開
校
し
た
の
は
昭
和
35
年

（
１
９
６
０
）
４
月
で
あ
る
。

　

校
舎
の
建
設
の
た
め
に
購
入
し
た
校
地
は

川
越
市
駅
に
近
い
と
い
う
利
便
は
あ
っ
た

が
、表
の
道
路
か
ら
入
る
道
が
狭
く
、ト
ラ
ッ

ク
は
通
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
隣
接
す
る
製
氷
会
社
の
敷
地
を
工

事
用
車
輌
が
通
れ
る
よ
う
に
社
長
に
お
願
い

し
た
ら
気
持
ち
よ
く
承
諾
を
し
て
く
れ
て
、

事
業
に
支
障
の
な
い
東
上
線
寄
り
の
敷
地
を

一
時
的
に
借
用
し
て
、
建
築
の
資
材
を
積
ん

だ
ト
ラ
ッ
ク
が
校
地
に
入
る
こ
と
が
で
き

た
。

　

な
お
後
日
、
製
氷
会
社
が
移
転
し
た
時
に

敷
地
を
学
校
で
購
入
し
て
、
表
の
道
路
に
面

し
た
と
こ
ろ
に
正
門
を
設
け
た
。

　

校
舎
は
当
初
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
２
階

建
10
教
室
の
予
定
で
建
築
が
は
じ
ま
っ
た

が
、
請
負
っ
た
建
設
会
社
社
長
の
「
将
来
の

こ
と
を
考
え
て
３
階
に
し
た
ら
」
と
の
強
い

要
望
を
受
け
入
れ
て
途
中
で
設
計
変
更
を
し

た
た
め
に
、３
階
部
分
は
鉄
骨
造
り
で
あ
る
。

　

こ
の
校
舎
は
、
当
時
の
川
口
市
立
高
等
学

校
校
舎
が
北
側
に
廊
下
を
設
け
ず
に
南
側
の

ベ
ラ
ン
ダ
部
分
を
廊
下
と
し
て
使
用
す
る
建

て
方
で
あ
っ
た
の
で
、
建
設
業
者
と
見
学
に

行
き
設
計
し
た
の
で
あ
る
。
く
の
字
に
曲
げ

た
校
舎
に
し
た
の
は
、
校
地
の
北
側
の
隣
地

と
の
境
が
く
の
字
に
曲
が
っ
て
い
た
の
で
、

土
地
を
有
効
利
用
す
る
た
め
で
あ
る
。
く
の

字
に
曲
が
っ
た
部
分
に
階
段
を
設
け
て
、
東

側
に
普
通
教
室
３
室
、
西
側
に
普
通
教
室
２

室
の
１
階
５
室
・
２
階
５
室
・
計
10
室
、
３

階
は
西
側
に
普
通
教
室
2
室
、
東
側
は
小
講

堂
に
し
て
、
全
校
生
徒
の
月
曜
日
朝
礼
・
学

年
別
の
集
会
・
入
学
式
・
卒
業
式
等
に
使
用

さ
れ
た
が
、
昭
和
37
年
（
１
９
６
２
）
講
堂

落
成
後
は
普
通
教
室
３
室
に
変
更
し
た
。

　

当
初
は
校
長
室
・
職
員
室
・
事
務
室
は
な

く
て
、
１
階
の
一
番
東
側
の
普
通
教
室
を
職

員
室
に
し
て
、
少
人
数
だ
っ
た
の
で
、
校
長
・

教
員
・
事
務
職
が
同
じ
部
屋
で
勤
務
を
し
、

今
の
よ
う
に
給
湯
設
備
が
な
か
っ
た
の
で
、

ベ
ラ
ン
ダ
に
練
炭
コ
ン
ロ
を
置
い
て
お
湯
を

沸
か
し
ポ
ッ
ト
に
入
れ
て
お
茶
を
飲
ん
だ
。

　

ま
た
、
３
階
の
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
冬
の
晴
れ

た
日
に
は
雪
に
覆
わ
れ
た
富
士
山
を
眺
め
る

こ
と
が
で
き
た
。
現
在
は
新
校
舎
５
階
南
側

教
室
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
の
後
、
周
辺
の
土
地
を
購
入
し
、
校
地

を
拡
張
し
て
昭
和
39
年
（
１
９
６
４
）
校
舎

の
建
築
着
工
。

２
号
館

　

昭
和
40
年
３
月
に
５
階
建
校
舎
落
成
。
１

階
に
校
長
室
・
職
員
室
・
事
務
室
が
で
き

て
、
今
ま
で
同
じ
部
屋
で
仕
事
を
し
て
い
た

校
長
・
教
員
・
事
務
職
が
そ
れ
ぞ
れ
の
部
屋

で
勤
務
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
練
炭
コ

ン
ロ
で
お
湯
を
沸
か
し
て
い
た
こ
と
も
解
消

さ
れ
た
。

　

そ
の
ほ
か
１
階
に
は
会
議
室
・
放
送
室
・

保
健
室
等
が
設
け
ら
れ
た
。
２
階
は
普
通
教

室
２
室
・
生
物
教
室
等
、
３
階
は
普
通
教
室

２
室
・
家
庭
科
調
理
室
等
、
４
階
は
普
通
教

室
２
室
・
タ
イ
プ
室
等
、
５
階
は
茶
道
室
・

音
楽
室
・
化
学
室
等
の
部
屋
が
設
け
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
事
務
室
・
職
員
室
の
増
築
が
行
わ

れ
、
昭
和
46
年
（
１
９
７
１
）
10
月
に
は
職

員
室
の
上
の
２
階
部
分
に
図
書
室
が
完
成
し

た
。
ま
た
部
屋
の
用
途
は
、
そ
の
後
変
更
さ

れ
た
。

３
号
館

　

昭
和
41
年
（
１
９
６
６
）
３
月
に
３
階
建

校
舎
落
成
。
１
階
は
天
井
ま
で
の
高
さ
が
低

く
、
自
転
車
置
場
と
し
て
使
用
し
た
が
、
後

に
部
室
に
変
更
し
た
。
２
階
・
３
階
は
普
通

教
室
２
室
ず
つ
計
４
室
、
そ
の
後
４
階
部
分

に
普
通
教
室
を
増
築
す
る
。
ま
た
３
階
部
分

の
普
通
教
室
２
室
を
視
聴
覚
室
に
改
造
し
、

更
に
大
講
義
室
に
変
更
さ
れ
、
２
階
は
美
術

室
と
書
道
室
と
な
っ
た
。

　

１
号
館
は
56
年
間
、
2
号
館
は
49
年
間
、

３
号
館
は
48
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
多
く
の

生
徒
た
ち
の
勉
学
の
場
と
し
て
使
用
さ
れ
、

ま
た
思
い
出
を
残
し
て
、
任
務
を
新
校
舎
に

引
き
継
い
だ
後
に
、
平
成
27
年
３
月
末
に
そ

の
姿
は
消
え
た
。

　

去
る
３
月
27
日
に
、
解
体
さ
れ
た
校
舎
の

跡
地
に
行
く
と
、
山
村
女
子
高
等
学
校
と
し

て
開
校
し
た
当
時
か
ら
今
日
の
山
村
学
園
高

等
学
校
ま
で
の
五
十
有
余
年
間
の
、
そ
の

時
々
の
思
い
出
が
走
馬
灯
の
よ
う
に
浮
か
ん

で
き
て
、
し
ば
し
時
の
過
ぎ
る
の
を
忘
れ
て

た
た
ず
ん
で
い
た
。

　

４
月
よ
り
解
体
さ
れ
た
跡
地
に
は
、
特
別

教
室
棟
２
階
建
・
部
室
棟
２
階
建
の
建
築
が
、

８
月
末
日
完
成
予
定
で
行
わ
れ
て
い
る
。

１・２・３
号
館
の
校
舎
解
体

む
ら
さ
き
会
相
談
役　

山
村　

寬
先
生
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お知らせ

第
44
回
総
会
は
平
成
28
年６月

12
日
㈰
午
前
11
時
30
分
よ
り

ら
れ
て
ば

か
り
で
、

自
分
と
い

う
存
在
も

い
ら
な
い

と
い
う
こ

と
も
思
っ

て
い
ま
し

た
。
で
す

が
、
私
は

あ
る
き
っ

か
け
を
機

に
自
分
自
身
の
中
に
あ
っ
た
氷
が
溶
け
、
今

で
は
毎
日
大
学
に
行
き
た
い
ほ
ど
楽
し
く
て

仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。
人
に
は
必
ず
き
っ
か

け
が
あ
り
、
そ
れ
が
夢
に
も
な
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
夢
を
追
い
続
け
て
く
だ
さ
い
。

　

つ
い
３
ヶ
月
ほ
ど
前
に
卒
業
し
た
ば
か
り

だ
と
い
う
の
に
、
む
ら
さ
き
会
で
の
同
級
生

た
ち
と
の
再
会
は
非
常
に
懐
か
し
く
、ま
た
、

皆
そ
れ
ぞ
れ
違
う
道
を
歩
ん
で
い
っ
た
の
だ

と
実
感
し
ま
し
た
。

　

む
ら
さ
き
会
に
出
席
さ
れ
て
い
た
方
々

は
、
年
齢
が
離
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
は

つ
ま
り
、
か
つ
て
は
私
と
同
じ
母
校
に
在
籍

し
、
そ
し
て
、
つ
い
こ
の
間
の
私
と
同
じ
よ

う
に
卒
業
し
て
い
っ
た
先
輩
方
と
い
う
こ
と

で
す
。
年
月
が
過
ぎ
て
も
集
ま
る
こ
と
の
で

き
る
仲
間
と
い
う
の
は
、
と
て
も
貴
重
で
、

　

あ
じ
さ
い
の
花
が
色
と
り
ど
り
の
美
し
い

色
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
頃
に
な
る
と
、
毎

年
恒
例
の
む
ら
さ
き
会
総
会
並
び
に
懇
親
会

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

私
達
は
、
喜
ん
で
出
席
を
さ
せ
て
戴
い
て

お
り
ま
す
。
１
年
の
間
に
、
体
調
が
く
ず
れ

て
し
ま
っ
た
人
、
相
変
わ
ら
ず
元
気
で
に
こ

や
か
な
顔
を
見
せ
て
く
れ
る
人
、
さ
ま
ざ
ま

で
す
が
、
出
席
で
き
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
る
人
は
幸
せ
で
す
ね
。

　

在
校
生
の
た
の
も
し
く
、
す
ば
ら
し
い
ダ

ン
ス
部
の
方
達
と
、
卒
業
生
の
中
か
ら
歌
手

デ
ビ
ュ
ー
さ
れ
た
人
に
は
、
と
て
も
お
ど
ろ

き
ま
し
た
。
一
緒
に
声
を
共
に
歌
う
こ
と
が

で
き
た
り
、
昔
の
思
い
出
話
に
心
か
ら
笑
え

て
、本
当
に
若
返
っ
た
気
分
に
な
り
ま
し
た
。

つ
く
づ
く
健
康
の
あ
り
が
た
さ
を
感
じ
ま
し

た
。
諸
先
生
方
、
役
員
の
皆
さ
ん
の
お
骨
折

り
に
感
謝
の
気
持
ち
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
そ

し
て
ま
た
、
来
年
も
皆
さ
ん
に
お
会
い
で
き

ま
す
こ
と
を
願
い
、
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
。

　

高
校
を
卒
業
し
て
１
年
以
上
の
時
間
が
過

ぎ
ま
し
た
。
私
は
今
、
東
京
未
来
大
学
と
い

う
心
理
学
専
門
の
大
学
で
講
義
を
学
ん
で
い

ま
す
。単
に
心
理
学
と
い
っ
て
も
、私
の
通
っ

て
い
る
学
部
で
は
、
教
育
面
で
の
心
理
、
経

営
面
で
の
心
理
と
い
っ
た
、
人
が
必
ず
行
う

こ
と
の
心
理
を
自
分
た
ち
で
考
察
、
研
究
発

表
を
し
て
い
ま
す
。
一
見
、
難
し
く
思
え
ま

す
が
、
他
人
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
考
察

後
に
す
る
こ
と
で
、
自
分
が
見
て
い
な
か
っ

た
こ
と
が
、
逆
に
自
分
の
新
し
い
気
づ
き
に

も
な
り
、
自
分
自
身
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

上
が
る
だ
け
で
は
な
く
、
相
手
に
も
意
欲
的

な
動
機
付

け
が
で
き

る
と
私
は

思
い
ま
す
。

　

私
は
高

校
時
代
、
問

題
ば
か
り

起
こ
し
て

い
ま
し
た
。

ほ
ぼ
毎
日

先
生
に
怒

素
晴
ら
し
い
も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

来
年
も
ま
た
、
か
つ
て
の
学
友
た
ち
と
集

ま
る
こ
と
が
で
き
た
ら
良
い
と
思
い
ま
し

た
。

　

私
の
在
学
中
の
思
い
出
は
、
高
校
２
年
生

の
時
に
行
っ
た
修
学
旅
行
で
す
。
修
行
先
は

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
、
マ
オ
リ
族
の
生
活

風
景
や
初
対
面
の
人
と
の
挨
拶
の
仕
方
、
文

化
な
ど
様
々
な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
卒
業
後
の
近
況
報
告
と
し
て
は
、

私
は
東
京
都
国
分
寺
市
に
あ
る
東
京
経
済
大

学
に
入
学
し
、
現
在
は
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
サ
ー

ク
ル
を
創
設
し
、責
任
者
を
し
て
お
り
ま
す
。

部
員
は
２
名
で
す
が
、
創
設
１
年
目
を
楽
し

く
過
ご
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
更
に
、

６
月
か
ら
山
村
国
際
高
校
の
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

部
の
コ
ー
チ
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
大

学
生
活
と
両
立
し
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て

お
り
ま
す
。

　

お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
は
、
山
村
国
際
高
校
は
一
人
一
人
の
生
徒

に
対
し
て
熱
心
に
指
導
し
、
生
徒
の
夢
を
最

後
ま
で
支
え
て
く
れ
る
先
生
方
が
た
く
さ
ん

お
り
ま
す
。
私
も
こ
の
山
村
国
際
高
校
に
入

学
し
、
卒
業
す
る
こ
と
が
で
き
て
誇
り
に

思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
ま
で
私
を
成
長
さ

せ
て
い
た
だ
き
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。

山
村
学
園
高
等
学
校 

平
成
25
年
度
卒
業
生

藤
森
健
司

山
村
学
園
高
等
学
校 

平
成
26
年
度
卒
業
生

櫻
木
勇
希

山
村
国
際
高
等
学
校 

平
成
26
年
度
卒
業
生

松
尾　

俊

第
43
回 

む
ら
さ
き
会
総
会
開
催
さ
れ
る

平
成
27
年
６
月
７
日
（
日
）
Ａ
Ｍ
11
：
30
～
　
川
越
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
て

山
村
高
等
家
政
女
学
校 

昭
和
31
年
度
卒
業
生

吉
沢
幸
江

校 歌 斉 唱

懇親会アトラクション（島よしみさん）

懇親会アトラクション（山村国際高校ダンス部）
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学
園
高
校
の
近
況
報
告

山
村
学
園
高
等
学
校　
　

校
長
萩
原
重
範
先
生

　
「
む
ら
さ
き
会
」
会
員
の
皆
様
方
に
は
ご
健

勝
に
て
、
ま
す
ま
す
ご
活
躍
の
こ
と
と
思
い
ま

す
。
母
校
に
対
し
て
常
に
変
ら
ぬ
ご
支
援
ご

協
力
を
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私

も
山
村
学
園
勤
務
４
年
目
と
な
り
ま
し
た
。

本
年
も
ま
た
、
全
教
職
員
を
力
を
合
わ
せ
て

学
園
発
展
の
た
め
に
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
８
月
に
待
望
の
新
校
舎
が
完

成
致
し
ま
し
た
。
２
学
期
開
始
に
合
わ
せ
て

快
適
な
学
園
生
活
が
ス
タ
ー
ト
致
し
ま
し
た
。

新
館
各
階
西
側
の
各
教
室
か
ら
は
、
霊
峰
富

士
の
山
が
、
そ
の
手
前
に
は
青
梅
の
御
岳
山
が

よ
く
望
め
ま
す
。
生
徒
に
は
、
こ
の
よ
う
な

恵
ま
れ
た
環
境
を
追
い
風
に
し
て
、将
来
に
向
っ

て
確
固
た
る
「
自
分
作
り
」
に
邁
進
し
て
ほ

し
い
と
願
って
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

教
育
環
境
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、現
在
、

部
室
棟
が
本
年
７
月
末
の
、
特
別
棟
（
芸
術
・

家
庭
科
関
係
教
室
等
）
が
同
じ
く
８
月
末
の

完
成
を
目
指
し
て
工
事
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

夏
季
休
業
中
に
は
体
育
館
床
の
全
面
改
修
が

入
り
、
部
活
動
関
係
に
は
ご
不
便
を
お
か
け

し
ま
す
が
お
許
し
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
う
し
た一
連
の
工
事
が
終
了
致
し
ま
す

と
、「
ふ
じ
ぞ
の
祭
」
で
す
。
同
窓
会
員
の
皆

様
方
に
は
、
昨
年
同
様
に
是
非
ご
来
校
い
た
だ

き
、
新
装
成
っ
た
母
校
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い

と
思
って
い
ま
す
。

　

共
学
化
８
年
目
と
な
り
、
本
年
は
４
７
４
名

の
新
入
生
を
迎
え
、
全
校
生
徒
数
も
１
３
８
１

名
と
ま
す
ま
す
活
気
に
満
ち
た
学
園
に
な
って

ま
い
り
ま
し
た
。
日
々
の
学
習
活
動
を
始
め
、

学
校
行
事
、
部
活
動
等
に
も
生
徒
が
目
標
を

持
って
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
年
３
月
に
は
４
０
８
名
が
卒
業
し
、「
む

ら
さ
き
会
」
の
同
窓
会
員
と
な
り
ま
し
た
。

新
入
会
員
の
こ
と
も
含
め
、
今
後
と
も
学
園

に
対
し
て
倍
旧
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

部
活
動
成
績
（
今
年
度
）
と
進
学

実
績
（
過
去
５
年
間
）
を
ま
と
め
て

報
告
い
た
し
ま
す
。

○
主
な
部
活
動
成
績

・
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

関
東
新
人
大
会
（
２
月
）　

準
優
勝

関
東
大
会
（
山
梨 

６
月
）　

準
優
勝

全
国
高
校
総
体
県
予
選（
６
月
）
優
勝

全
国
高
校
総
体
出
場
（
７
月 

京
都
）

・
硬
式
テ
ニ
ス
部

関
東
新
人
大
会
県
予
選
（
10
月
）

　

団
体　

優
勝

埼
玉
県
私
立
高
校
大
会
（
11
月
）

　

団
体　

優
勝

関
東
選
抜
大
会
（
12
月 

千
葉
）

　

団
体　

優
勝

全
国
選
抜
大
会
（
３
月 

福
岡
）

　

 

個
人　

清
水
映
里　

優
勝

　
 

全
米
オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス
大
会
ジ
ュニ
ア

女
子
に
日
本
の
高
校
代
表
で
出
場
決
定

関
東
大
会
（
６
月 

埼
玉
）

　

団
体　

優
勝

全
国
高
校
総
体
出
場
（
８
月 

大
阪
）

　

団
体
・
個
人
（
２
名
）

・
ダ
ン
ス
部

日
本
ダ
ン
ス
大
会
（
千
葉
）

　

３
位
・
審
査
員
特
別
賞

U
SA

 N
ationals in Japan 2015 

　

H
IPH

O
P

部
門　

優
勝

・
バ
ト
ン
部

U
SA

 N
ationals in Japan 2015 

　

ソ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
部
門　

６
位

全
国
中
学
高
校
ミ
ス
ダ
ン
ス
ド
リ
ル

選
手
権
大
会
（
大
阪
）

　

ソ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
部
門　

優
勝

　

プ
ロ
ッ
プ
部
門　

３
位

・
少
林
寺
拳
法
部

全
国
表
彰
（
継
続
30
年
）

・
ラ
ク
ロ
ス
部

関
東
高
校
女
子
ラ
ク
ロ
ス
選
手
権
大
会

　

ベ
ス
ト
８

・
女
子
サ
ッ
カ
ー
部

県
新
人
大
会　

５
位

全
国
高
校
総
体
県
予
選
会　

準
優
勝

・
弓
道
部

全
国
高
校
総
体
県
予
選

　

男
子
個
人　

３
位

全
国
大
会
出
場
（
奈
良
）

・
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

関
東
大
会
県
予
選
会　

ベ
ス
ト
８

全
国
高
校
総
体
県
予
選
会　

ベ
ス
ト
８


○国公立大学

○主な私大・女子大

○難関大学（早慶上智理科・MARCH）
年度

大学名
平　成
22年度

平　成
23年度

平　成
24年度

平　成
25年度

平　成
26年度

東 京 海 洋 大 学 1

東 京 学 芸 大 学 1

東 京 工 業 大 学 1

筑 波 大 学 1 1 1

埼 玉 大 学 2 2 3 1

電 気 通 信 大 学 1 1

茨 城 大 学 1 1

東 京 外 国 語 大 学 1

東 北 大 学 1

弘 前 大 学 1

信 州 大 学 1

秋 田 大 学 2 1

鹿 児 島 大 学 1

高 知 大 学 1

国 際 教 養 大 学 1

首 都 大 学 東 京 2

室 蘭 工 業 大 学 1

埼 玉 県 立 大 学 2 1 1 1

高 崎 経 済 大 学 3 2 4 3

群 馬 県 立 大 学 1 3

新 潟 県 立 大 学 2 1 2

釧 路 公 立 大 学 2 2

秋 田 県 立 大 学 1

都 留 文 科 大 学 2 2 1

は こ だ て 未 来 大 学 1

合　　　　　計 10 16 9 14 19

年度
大学名

平　成
22年度

平　成
23年度

平　成
24年度

平　成
25年度

平　成
26年度

成 蹊 大 学 4 9 7 5 8
武 蔵 大 学 6 12 9 4 21

成 城 大 学 1 7 5 1 8

明 治 学 院 大 学 3 1

國 學 院 大 學 2 12 16

津 田 塾 大 学 3 1
東 京 女 子 大 学 7 2 7 5 2

日 本 女 子 大 学 23 7 10 12 4

日 本 大 学 24 22 30 29 22

東 洋 大 学 33 46 38 47 54

駒 澤 大 学 9 18 19 17 31

専 修 大 学 2 11 4 10 10

大 東 文 化 大 学 39 30 42 34 54

女 子 栄 養 大 学 6 2 6 3 3

東 京 国 際 大 学 23 19 17 27 20

そ の 他 383 356 336 402 354

合　　　　　計 563 541 532 611 609

○医科・薬科・看護系大
年度

大学名
平　成
22年度

平　成
23年度

平　成
24年度

平　成
25年度

平　成
26年度

東 北 大 学 1

弘 前 大 学 1

慶 應 義 塾 大 学 1

日 本 大 学 1

星 薬 科 大 学 1

明 治 薬 科 大 学 1 1

東 京 理 科 大 学 1

武 蔵 野 大 学 1 2

東 邦 大 学 1 1

麻 布 大 学 1 1

埼 玉 医 科 大 学 2 2 2 1 4

順 天 堂 大 学 2

城 西 大 学 4 4 5 3 1

帝 京 大 学 3 2 3 1

日 本 薬 科 大 学 2 3 1

西 武 文 理 大 学 3 4 2

帝 京 平 成 大 学 1 3 3 1

東 京 医 科 大 学 1

日 本 医 療 科 学 大 学 4 4 5 1

日 本 獣 医 生 命 大 学 1 2

横 浜 薬 科 大 学 1 1

国 立 看 護 大 学 校 1

そ の 他 10 1 9 7 16

合　　　　　計 20 26 31 32 32

年度
大学名

平　成
22年度

平　成
23年度

平　成
24年度

平　成
25年度

平　成
26年度

早 稲 田 大 学 8 7 3 4 8

慶 應 義 塾 大 学 2 1 1

上 智 大 学 5 3 1 1 6

東 京 理 科 大 学 4 3 4 4 5

学 習 院 大 学 4 6 2 5 7

中 央 大 学 7 9 2 12 7

法 政 大 学 11 10 10 11 22

明 治 大 学 8 7 10 8 11

立 教 大 学 19 13 8 13 24

青 山 学 院 大 学 2 12 6 9 14

立 命 館 大 学 1 1

同 志 社 大 学 1

関 西 大 学 1

関 西 学 院 大 学 1

合　　　　　計 73 71 46 68 106



（ 5 ）

第19号

ご　

挨　

拶
山
村
国
際
高
等
学
校　
　

校
長
山
田
良
秋
先
生

　

む
ら
さ
き
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
大

変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
お
礼
を
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

さ
て
早
速
で
す
が
、
本
校
の
近
況
を
述
べ

さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

　

最
近
の
一
番
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
ラ
イ
フ
デ

ザ
イ
ン
コ
ー
ス
の
開
設
で
す
。
こ
れ
は
従
来

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
を
発
展

さ
せ
た
も
の
で
、
食
物
・
保
育
・
服
飾
と
い
っ

た
家
政
系
の
３
つ
の
各
専
攻
に
分
か
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
が
女
子
栄
養
大
学
、
山
村
学
園
短
期

大
学
、
杉
野
服
飾
大
学
と
高
大
連
携
を
締
結

し
、
今
年
度
の
２
年
生
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
大
学
の
先
生
や
地
域
の
専
門
家
を
講

師
と
し
て
、
生
徒
は
本
校
隣
接
の
農
場
で
の

実
習
の
指
導
等
を
、
生
き
生
き
と
受
け
て
お

り
ま
す
。

　

従
っ
て
、
本
校
新
入
生
の
募
集
は
特
別
進

学
コ
ー
ス
と
普
通
コ
ー
ス
で
、２
年
次
か
ら
、

特
別
進
学
コ
ー
ス
Ａ
・
Ｂ
、
普
通
コ
ー
ス
、

Ｌ
Ｄ
コ
ー
ス
と
な
り
ま
す
。

　

む
ら
さ
き
会
の
皆
様
方
に
は
、
様
々
な
方

面
に
本
校
に
関
す
る
情
報
発
信
を
し
て
戴
け

れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。

　

次
に
、
本
校
生
徒
の
出
口
、
即
ち
進
路
先

で
す
が
、
昨
年
度
の
内
訳
は
、
４
年
制
大
学

進
学
46
・
８
％
、
短
期
大
学
８
・
４
％
、
専

門
学
校
32
・
１
％
、
就
職
・
家
業
４
・
７
％
、

そ
の
他
７
・
９
％
で
し
た
。
大
学
に
つ
い
て

は
、
慶
応
大
学
、
津
田
塾
大
学
な
ど
難
関
大

学
に
合
格
し
て
お
り
ま
す
。
直
近
３
年
間
の

国
公
立
大
学
合
格
者
は
38
名
で
、
こ
れ
ま
で

に
は
一
橋
大
学
や
九
州
大
学
な
ど
の
難
関
大

学
に
も
合
格
者
を
出
し
て
お
り
、
本
校
の
進

学
実
績
は
年
々
着
実
に
向
上
し
て
い
ま
す
。

　

部
活
動
で
は
、
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
部
の

全
国
的
な
活
躍
を
筆
頭
に
、
多
く
の
部
活
動

が
頑
張
っ
て
、
放
課
後
の
活
気
は
す
ば
ら
し

い
も
の
で
す
。
昨
年
度
は
野
球
部
か
ら
初
の

プ
ロ
野
球
選
手
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
本
年
度
か
ら
は
サ
ッ
カ
ー
と
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
有
力
コ
ー
チ
を
配
置
し

ま
し
た
。
そ
し
て
陸
上
部
の
女
子
に
は
私
校

長
自
ら
が
コ
ー
チ
と
し
て
指
導
し
て
お
り
ま

す
。
本
年
度
は
有
力
女
子
長
距
離
選
手
が
６

名
入
部
し
、
近
い
将
来
新
聞
等
に
「
少
し
大

き
な
活
字
」
で
掲
載
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
数

年
後
に
は
、
野
球
部
の
甲
子
園
、
サ
ッ
カ
ー

部
の
国
立
、
陸
上
部
の
駅
伝
で
都
大
路
な
ど

の
出
場
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

む
ら
さ
き
会
の
皆
様
、
今
後
も
山
村
学
園

の
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平成26年度の主な進学先

大学

短期大学

専門学校

就職・家業

46.8%

8.4%

32.1%

4.7%

その他 7.9%



予算収入総額

予算支出総額

　 差 引 残 高

収入の部　　　　　　　 　(単位 円)　

項　　　目 本年度予算額 前年度予算額 増減（△） 付　　　記

27年度卒業生入会金
山村学園高等学校 464名×10,000
山村国際高等学校 244名×10,000

繰　越　金 △ 232,644

雑　収　入 利息等

総　合　計

支出の部

項　　　目 本年度予算額 前年度予算額 増減（△） 付　　　記

１．会　議　費 常任委員会、役員会経費等

２．総　会　費 総会通知 ･ 会食費 

３．事　業　費
卒業記念品代､むらさき会だより
文化祭出展（同窓会ｺｰﾅｰ）

４．記念事業費 記念事業積立金

５．事　務　費
通信費 ・ 消耗品
事務手当・ＨＰ管理費等

６．派　遣　費 入学式・入会式・卒業式等

７．旅　　　費 役員会交通費等

８．慶　弔　費

９．交　際　費 諸行事手みやげ等

10. 雑　　　費

11. 予  備  費

   合　　　計 

山村学園　むらさき会

会　長 田　中　久　子

平成27年6月7日

平成27年度　山村学園むらさき会予算書

収　入　総　額

支　出　総　額

差　引　残　額

　　　
(単位 円)

当初予算額 充当増減額 現計予算 決算額

△ 761,899

平成26年度の決算は諸帳簿を慎重に監査した結果
決算書の通り適正に執行していることを認めます。

会計監査　山田　治江　　　　　坂田　正枝

平成27年6月7日

会　長　　田　中　久　子

合 計

平成26年度決算書を提出します。

平成27年4月17日

雑　費 写真現像代

予 備 費

慶 弔 費 結婚祝・香典など

交 際 費 諸行事手土産

派 遣 費 入学式・入会式･卒業式等

旅　費 常任理事会等交通費

記念事業費
記念事業積立金
(特別会計報告書は別紙1)

事 務 費 通信費･事務手当等

総 会 費 総会通知･会食費等

事 業 費
記念品代･むらさき会だより作成
ふじぞの祭出展

項　　　　 目 増減(△) 付　　　　　　記

会 議 費 常任委員会経費等

総 合 計 △ 29,602

支出の部

繰 越 金

雑 収 入 預金利息

26年度卒業生
入会金

△ 30,000
山村学園高等学校　408名×10,000円

山村国際高等学校　190名×10,000円

平成26年度　山村学園むらさき会決算書

収入の部

項　　　   目 予算額 決算額 増減(△) 付　　　　　　記
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第19号

山
村
学
園
短
期
大
学
の

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

　

～
や
ま
た
ん
＆
や
ま
ト
リ
オ
ン
～

山
村
学
園
短
期
大
学　
　

学
長
野
口
一
夫
先
生

　

本
学
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
学

生
を
中
心
に
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
作
品

に
決
定
し
た
。

　
「
や
ま
た
ん
」　
写
真
右

　

山
短
の
自
然
の
緑
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
頭
の

上
の
３
つ
の
葉
は
本
学
の
建
学
の
精
神
「
質

実　

英
知　

愛
敬
」
を
表
し
、
青
い
瞳
は
青

空
の
よ
う
に
ど
こ
ま
で
も
続
く
と
い
う
意
味

が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　
「
や
ま
ト
リ
オ
ン
」　

写
真
左

　

山
短
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
「
緑
」
や
「
山
」

を
組
み
合
わ
せ
、
保
育
に
必
要
な
エ
プ
ロ
ン

を
ま
と
っ
て
い
る
デ
ザ
イ
ン
。

　
顔
出
し
パ
ネ
ル
を
作
成

　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
等
で
訪
れ
た
方

に
、
記
念
と
な
る
顔
出
し
パ
ネ
ル
を
作
成
。

　「
や
ま
た
ん
グ
ッ
ズ
」
の
作
成

　

や
ま
た
ん
ブ
ラ
ン
ド
化
の
一
環
と
し
て

「
ミ
ニ
タ
オ
ル
、
シ
ー
ル
、
し
お
り
」
の
３

点
セ
ッ
ト
を
作
成
。

　

本
学
の
四
季
折
々
の
自
然
、
そ
れ
に
マ
ッ

チ
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
。
間
も
な
く
着
ぐ
る

み
も
完
成
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
に
活
用

さ
れ
愛
さ
れ
続
け
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

※ 

山
緑
祭
（
学
園
祭
）
は
、
７
月
４
日
㈯
・

５
日
㈰
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

編
　
集
　
後
　
記

会　

長　
　

田
中　

久
子

副
会
長　
　

伊
藤　

懃
子

　

〃　
　
　

野
島　

康
子

　

〃　
　
　

平
本　

住
枝

相
談
役　
　

山
村　
　

寬

顧　

問　
　

岡　
　
　

實

　

〃　
　
　

萩
原　

重
範

　

〃　
　
　

山
田　

良
秋

事
務
局　
　

猪
鼻　
　

光

　

山
村
学
園
高
校
で
は
、
新
校
舎
が
完
成
し

ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
に
は
、
お
元
気
で
お

過
し
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

編
集
会
議
を
重
ね
、
多
く
の
皆
様
の
ご
協

力
に
よ
り
、「
む
ら
さ
き
会
だ
よ
り
第
19
号
」

が
出
来
上
り
ま
し
た
。
こ
の
む
ら
さ
き
会
だ

よ
り
は
創
立
者
で
あ
る
、
山
村

み
よ
先
生

の
誕
生
日
に
発
行
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
山

村
学
園
の
ス
タ
ー
ト
の
日
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
「
む
ら
さ
き
会
だ
よ
り
」
が
会
員
相

互
の
発
信
元
に
な
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ

て
い
ま
す
。

む
ら
さ
き
会 

平
成
27
年
度
役
員
一
覧

山村学園は
創立100周年を迎えます

2022（平成34）年

創立100周年に向けて、準備を進めています。
皆様のご支援・ご協力を、お願いいたします。

平成26年８月22日に
山村学園高等学校の
新校舎が完成しました。




